
南海トラフ巨大地震を想定した大学の事業継続 
マネジメント（ABCM）のベストプラクティスの開発
【本研究の目的】 
大学だけではなく地域社会との 
共創による事業継続マネジメント
のベストプラクティスの開発と 
実践により、地域のレジリエンス
を向上させ南海トラフ巨大地震を
乗り越える体制をつくる

研究課題②全学組織的な 
事業継続計画の作成

研究課題③ステークホルダー 
との連携と協力体制の構築

研究課題④総合BCP訓練と 
教育プログラムの開発と実施

研究課題⑤最適な事業継続 
マネジメントの構築

南海トラフ巨大地震
では徳島県は甚大な
被害が予想される

研究課題①リスク評価と脆弱性分析

大学と地域社会と
の共創による 
ABCMが必要

ABCMのベストプラクティス開発・
実践によりトップランナーとなる

【本研究による成果】 
①教育・研究の継続 
②研究資源の保護 
③人材流出の防止 
④地域社会の復興支援 
⑤地域経済の復興促進 
⑥地域レジリエンスの向上

徳島大学ビジョンの実現


